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● 蕨市の面積　５.11km２

● ３月１日現在人口：73,237人 前月比   －7人
 　　　　　　　　　   男 37,266人　女 35,971人
　　　　　　　　　 世帯数：36,957
　　　　　　　　　 人口密度：14,332人／km２

2016/平成28年
わらび・780

～今月の特集～
 ◦新年度予算
 ◦織姫が行く
　　 　　春の中山道

桜が咲いて ほころぶ笑顔
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市
の
予
算
は
市
民
生
活
に
関
係
の
深

い「
一
般
会
計
」と
特
定
の
事
業
を
経
理

す
る
「
特
別
会
計
」、
独
立
採
算
制
で

運
営
す
る
「
企
業
会
計
」
の
３
つ
の
予

算（
表
１
～
５
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
最
重
点
課
題
で
あ
る
防

災
対
策
に
お
い
て
市
民
体
育
館
等
の
耐

震
化
の
ほ
か
、
３
室
の
留
守
家
庭
児
童

指
導
室
の
増
設
と
い
っ
た
公
共
施
設
の

改
修
工
事
費
の
増
、
ま
た
、
２
園
の
増

設
を
図
り
計
７
園
と
な
る
民
間
認
可
保

育
園
の
運
営
費
や
障
害
者
福
祉
費
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
関
連
予
算
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
2.7
％
増
の
２

３
２
億
６
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
（
円
グ
ラ
フ
）
は
約
47

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 伸び率
市 税 10,900,000 10,800,000 100,000 0.9
地 方 譲 与 税 100,000 110,000 △10,000 △ 9.1
利 子 割 交 付 金 10,000 16,000 △6,000 △ 37.5
配 当 割 交 付 金 70,000 40,000 30,000 75.0
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金 55,000 20,000 35,000 175.0

地 方 消 費 税
交 付 金 1,030,000 1,049,000 △19,000 △ 1.8

自 動 車 取 得 税
交 付 金 25,000 25,000 0 0.0

地方特例交付金 45,000 45,000 0 0.0
地 方 交 付 税 1,650,000 1,350,000 300,000 22.2
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 10,000 10,000 0 0.0

分 担 金 及 び
負 担 金 292,563 263,696 28,867 10.9

使 用 料 及 び
手 数 料 274,687 262,519 12,168 4.6

国 庫 支 出 金 4,251,818 3,939,054 312,764 7.9
県 支 出 金 1,151,885 1,133,223 18,662 1.6
財 産 収 入 110,988 103,257 7,731 7.5
寄 附 金 2,000 200 1,800 900.0
繰 入 金 1,069,620 927,078 142,542 15.4
繰 越 金 150,000 150,000 0 0.0
諸 収 入 770,339 718,573 51,766 7.2
市 債 1,291,100 1,677,400 △386,300 △ 23.0
合 計 23,260,000 22,640,000 620,000 2.7 

表１：一般会計（歳入）　　　　　　単位＝千円、％

市　税
46.86％

国庫支出金
18.28％

地方交付税
7.09％

市債
5.55％

県支出金
4.95％

繰入金
4.60％ 12.67％

地方消費税交付金　4.43％
諸収入　　　　　　3.31％
分担金及び負担金　1.26％
使用料及び手数料　1.18％
その他　　　　　　2.49％

歳入合計
232億6,000万円

歳 入 の 内 訳
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　４月に入り、平成28年度がスタートしました。
そこで今月は、２㌻から９㌻までにわたって、新
年度予算の概要と主な事業をご紹介します。
　２、３㌻では、蕨市全体の予算概要や一般会計
の歳入・歳出の構成比などをお伝えします。

表６：�平成28年度の市民１人当たりの予算と市
税、その使いみち

28年度予算の使いみち
(市民１人当たり）

民 生 費 156,362円 
総 務 費 35,275円 
教 育 費 31,100円 
土 木 費 30,455円 
衛 生 費 29,014円
公 債 費 16,262円 
消 防 費 10,332円 
議 会 費 3,386円 
商 工 費 3,384円 
諸 支 出 金 740円 
労 働 費 547円 
予 備 費 409円 
農林水産業費 108円 
合 計 317,374円

市民１人当たり

市の予算　317,374円
（一般会計）

人口　73,289人
（28.1.1現在）

●市税	 148,726円

●その他　168,648円
国庫支出金・地方交付税・
市債・県支出金・
使用料及び手数料など

232億6,000万円
前年度比 6億2,000万円（2.7%）の増

過
去
最
高
の
一
般
会
計
当
初

予
算
２
３
２
億
６
０
０
０
万
円
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％
が
市
税
で
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産

税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
0.9
％

増
の
１
０
９
億
円
、
続
い
て
国
庫
支
出

金
、
地
方
交
付
税
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
歳
出
の
内
訳
は
子
育
て
支

援
や
介
護
、
福
祉
な
ど
に
要
す
る
民
生

費
が
約
49
％
、
続
い
て
総
務
費
、
教
育

費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市

民
１
人
当
た
り
の
予
算
と
市
税
、
そ
の

使
い
み
ち
は
表
６
の
と
お
り
で
す
。

科　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 伸び率

議 会 費 248,135 266,394 △18,259 △ 6.9

総 務 費 2,585,281 3,130,379 △545,098 △ 17.4

民 生 費 11,459,632 10,880,041 579,591 5.3

衛 生 費 2,126,398 1,980,323 146,075 7.4

労 働 費 40,062 38,788 1,274 3.3

農林水産業費 7,890 8,173 △283 △ 3.5

商 工 費 247,995 248,503 △508 △ 0.2

土 木 費 2,232,002 2,163,936 68,066 3.1

消 防 費 757,239 784,043 △26,804 △ 3.4

教 育 費 2,279,279 1,996,012 283,267 14.2

公 債 費 1,191,856 1,072,430 119,426 11.1

諸 支 出 金 54,231 40,978 13,253 32.3

予 備 費 30,000 30,000 0 0.0

合 計 23,260,000 22,640,000 620,000 2.7

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8,954,000 8,904,000 0.6 
公共下水道事業特別会計 1,782,000 1,505,000 18.4 
錦町土地区画整理事業特別会計 1,453,000 1,491,000 △2.5 
介 護 保 険 特 別 会 計 4,792,000 4,663,000 2.8 
後期高齢者医療特別会計 831,000 808,000 2.8 
公共用地先行取得事業特別会計 79,000 63,000 25.4 

合　　　　　計 17,891,000 17,434,000 2.6 

会　計　名 予算科目 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
病院事業会計 収益的支出 3,126,653 3,138,286 △0.4 
水道事業会計 収益的支出 1,304,490 1,297,762 0.5 
合 　 　 　 計 4,431,143 4,436,048 △0.1 

会　計　名 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
一 般 会 計 23,260,000 22,640,000 2.7
特 別 会 計 17,891,000 17,434,000 2.6
企 業 会 計 4,431,143 4,436,048 △0.1
合　　　　　計 45,582,143 44,510,048 2.4

表２：一般会計（歳出）　　�　　　単位＝千円、％

表４：企業会計　　　　����　　����単位＝千円、％

表５：総合計　　����　　　　　����単位＝千円、％

表３：特別会計　　����　　　　����単位＝千円、％

議会費　　　　1.07％
商工費　　　　1.07％
諸支出金　　　0.23％
労働費　　　　0.17％
予備費　　　　0.13％
農林水産業費　0.03％

歳出合計
232億6,000万円

民生費
49.27％

総務費
11.11％

教育費
9.80％

衛生費
9.14％

公債費
5.12％

消防費
3.26％

土木費
9.60％

歳 出 の 内 訳

特 集：新年度予算

平成28年度　蕨市の予算
日本一のコンパクトシティ蕨の実現へ

平成28年度

一般会計予算

2.70％

蕨
市
全
体
の
予
算
総
額

約
４
５
５
億
８
２
１
４
万
円

　

特
別
会
計
は
６
つ
の
会
計
総
額
が
１

７
８
億
９
１
０
０
万
円
、
病
院
と
水
道

の
企
業
会
計
は
総
額
44
億
３
１
１
４
万

３
０
０
０
円
と
な
り
、
全
会
計
を
合
わ

せ
た
蕨
市
全
体
の
予
算
規
模
は
、
４
５

５
億
８
２
１
４
万
３
０
０
０
円
で
す
。
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園
や
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
の
増
設
、

教
育
で
は
新
た
に
整
備
す
る
教
育
セ
ン

タ
ー
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
配
置
し
、
相
談
体
制
を
拡
充
し
ま

す
。
介
護
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、
新
し
い
総
合
事
業

を
開
始
し
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
健
康
づ

く
り
で
は
引
き
続
き
、
健
康
長
寿
埼
玉

モ
デ
ル
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
④
蕨
の
未
来
に
向
け
た
行
財
政
運
営

市
長　

行
財
政
運
営
で
は
引
き
続
き
、

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
を
進
め
、

市
の
借
金
を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
作
成
し
た
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
白
書
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り

公
共
施
設
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
適
切
に

維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

―
―
―
28
年
度
の
市
政
運
営
に
取
り
組

む
決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
突

入
し
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
日
本

の
未
来
を
切
り
開
く
、｢

真
の
地
方
の
時

代｣

を
迎
え
て
い
る
今
こ
そ
、
歴
史
・

文
化
の
豊
か
さ
と
利
便
性
の
高
さ
、
優

れ
た
地
域
力
を
持
つ
蕨
の
強
み
が
生
き

る
時
代
で
す
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
地

域
力
は
ま
ち
の
財
産
で
あ
り
、
市
政
発

展
の
最
大
の
原
動
力
で
す
。
今
年
も
暮

ら
し
を
支
え
る｢

あ
っ
た
か
市
政｣

を
前

進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働

で｢

安
心
と
に
ぎ
わ
い 

み
ん
な
に
あ
た

た
か
い　

日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
蕨
」の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

最
重
点
課
題
の
防
災
対
策
は
、
市
民
体

育
館
等
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の

耐
震
化
に
５
億
円
以
上
を
計
上
し
、
蕨

の
未
来
を
見
据
え
た
子
育
て
支
援
で
は
、

２
園
の
認
可
保
育
園
と
３
室
の
留
守
家

庭
児
童
指
導
室
の
増
設
、
市
立
保
育
園

で
土
曜
日
の
通
常
保
育
を
開
始
し
ま
す
。

▼
①
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

市
長　

安
全
安
心
の
分
野
で
は
、
防
災

対
策
と
し
て
引
き
続
き
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
を
進
め
、
改
修
を
含
め
た
市
民

体
育
館
等
の
耐
震
工
事
や
市
民
会
館
等

の
耐
震
設
計
を
行
い
ま
す
。ま
た
、希
望

す
る
自
主
防
災
会
へ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
の
配
備
、
家
具
固
定
化
の
補
助
制
度

の
拡
充
な
ど
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連

携
に
よ
る
防
災
都
市
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。防
犯
対
策
は
リ
ー
ス
方
式
に
よ
り
、

全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。

▼
②
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

市
長　

に
ぎ
わ
い
の
分
野
で
は
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
位
置
付
け

て
い
る
蕨
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
の
整
備
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、準
備
組
合
と
の
連
携
の
下
、

未
来
に
つ
な
が
る
蕨
駅
西
口
再
開
発
の

計
画
作
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
資
源
を
活
か
し
て
更
な
る
活
性
化
を

図
る
た
め
、
蕨
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
、

認
定
制
度
や
指
針
作
り
を
進
め
ま
す
。

▼
③
み
ん
な
に
あ
た
た
か
く

　
　
　
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

市
長　

み
ん
な
に
あ
た
た
か
い
ま
ち
で

は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
認
可
保
育

―
―
―
28
年
度
の
予
算
編
成
に
関
す
る

考
え
方
や
特
に
力
を
入
れ
た
点
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

新
年
度
予
算
は
、「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
３
期
目

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、
あ
っ
た
か
プ
ラ
ン

第
３
章
を
推
進
す
る『
本
格
実
施
予
算
』

と
し
ま
し
た
。「
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
」、「
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
」、「
み
ん
な
に
あ
た
た
か
く
だ
れ

も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
」、「
蕨
の
未
来

に
向
け
た
行
財
政
運
営
」
の
４
つ
の
重

点
方
向
に
基
づ
き
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
思
い
切
っ
た
予
算
措
置
を
講
じ

た
の
が
防
災
対
策
と
子
育
て
支
援
で
す
。

　の更なる発展に向けて
４つの重点方向で予算編成
蕨

市長インタビュー：市政運営と予算編成

１　安全で安心できるまち
２　にぎわいあふれる元気なまち
３　みんなにあたたかくだれもが住みやすいまち
４　蕨の未来に向けた行財政運営

　ここ４㌻では、賴
より

髙
たか

英
ひで

雄
お

蕨市長に新年度の市政
運営や予算編成の考え方について、お聞きしました。

協働のまちづくりで
　　　　　 実現します
全国に誇れる日本一の
　 コンパクトシティ蕨

賴
より

髙
たか

 英
ひで

雄
お

 蕨市長

重
点
方
向
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６
つ
の
柱
で
進
め
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨

一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

議
会
費

議
長
交
際
費

８
０
０

総　　　　務　　　　費
新

行
政
不
服
審
査
会
委
員
報
酬

９
２

新

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
分
別
等
委
託
料

４
８
６

人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

２
、１
６
０

新
☆

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
事
業
委
託
料

２
、３
４
６

市
長
交
際
費

１
、５
０
０

国
際
交
流
事
業

３
、８
０
０

新

友
好
都
市
リ
ン
デ
ン
交
流
40
周
年
記
念
事
業

６
４
１

◇

自
転
車
盗
難
等
防
犯
対
策
委
託
料

４
、１
４
８

新
◇

通
話
録
音
装
置
貸
与
事
業

２
、７
５
０

拡
◎
◇
防
犯
灯
借
上
料

１
、５
０
５

新
◎
☆
ふ
る
さ
と
わ
ら
び
応
援
寄
附
受
付
等
委
託
料

１
、２
６
０

新
☆

子
育
て
し
た
い
ま
ち
情
報
冊
子
作
成

２
２
７

新

固
定
資
産
台
帳
整
備
支
援
委
託
料

３
、４
０
２

◎
☆
土
地
購
入
費（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）
２
１
９
、５
１
１

新
◎

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
指
針
策
定
に
係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
謝
礼

１
０
０

新
☆

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
委
託
料

７
、５
９
７

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

４
、０
７
２

番
号
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料

１
０
、８
０
０

新

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
閲
覧
端
末
の
設
置

３
１
４

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
中
間
サ
ー
バ
整
備
費
負
担
金

２
、１
１
０

◇

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

５
０

◎
◇
協
働
事
業
提
案
制
度

１
０

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
奨
励
費

１
、０
０
０

町
会
補
助
金

１
０
、５
３
１

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金

１
２
、７
５
６

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金

３
、２
０
３

町
会
掲
示
板
設
置
費
補
助
金

１
、２
０
０

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
、０
０
０

◎

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補
助
金

１
、０
０
０

交
通
安
全
施
設
等
整
備
工
事

１
３
、２
３
０

駅
前
自
転
車
等
対
策
業
務
委
託
料

５
０
、５
８
７

○
主
要
事
業
の
う
ち
、「
新
」は
新
規
事
業
、「
拡
」は
拡
充
事
業
、「
◎
」

は
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目
、「
◇
」
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
項
目
、「
☆
」
は
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
プ
ラ
ン
項
目　

 　
　

単
位
＝
千
円

　

５
㌻
か
ら
９
㌻
ま
で
は
、
新
年
度
の
主
な

施
策
や
事
業
を｢

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

重
点
課
題
の
防
災
対
策

で
は
引
き
続
き
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

市
民
体
育
館
・
北
町
公
民
館
・

北
町
児
童
館
の
複
合
施
設
は
、

ア
リ
ー
ナ
や
屋
根
、
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
の
改
修
を
含

め
た
耐
震
補
強
等
工
事
を
２
か

年
か
け
て
行
い
、
約
10
億
円
の

総
事
業
費
を
投
じ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
28
年
度
は
４
億
５
３
６

７
万
円
を
計
上
。
ま
た
、
市
民
会
館
等
の

複
合
施
設
の
耐
震
設
計
を
行
う
ほ
か
、
錦

町
児
童
館
や
消
防
署
塚
越
分
署
、
図
書
館

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
28
年
度
の
公
共

施
設
の
耐
震
化
事
業
と
し
て
、
総
額
５
億

３
８
８
万
３
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

域
の
防
災
力
の
強
化
に
お
い
て
は
、

初
期
消
火
に
有
効
で
、
地
域
住
民

が
活
用
で
き
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
希
望

す
る
自
主
防
災
会
へ
整
備
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
、
防
災
器
材
等
の
購
入
費
の
補
助

も
行
い
ま
す
。
更
に
は
各
家
庭
に
お
け
る

家
具
転
倒
防
止
の
促
進
を
目
的
に
、
27
年

安全で
　安心して
　暮らせるまち

▲▶耐震補強・改修工事を実施する
北町コミュニティ・センター

　
　
　

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
使
っ
た
防
災
訓
練

１

　北町コミュニティ・セ
ンターは、私たちにとっ
て身近な施設です。災害
時の拠点にもなるので耐
震化されると聞き心強く
思います。引き続き的確
に、災害に強いまちづく
りを進めてほしいですね。

より災害に強い蕨に

笠
かさ

原
はら

 紳
しん

一
いち

郎
ろう

さん
北町１丁目・58歳

声
新年度へ

最地

主な施策と事業の紹介

期
待
の
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総務費

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

４
０
、９
７
２

市
民
会
館
指
定
管
理
料

７
２
、９
９
０

◎
◇
市
民
会
館
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料
２
９
、４
３
０

確
定
申
告
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

５
、１
８
４

口
座
振
替
デ
ー
タ
の
伝
送
化

１
、５
７
２

◎
☆
収
納
対
策
等

１
、０
５
９

新
◎
☆
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

１
４
、５
８
０

個
人
番
号
カ
ー
ド
製
造
・
発
行
等
事
業
交
付
金

６
、６
０
９

参
議
院
議
員
選
挙

２
５
、５
５
０

民　　　生　　　費

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

５
４
、８
０
０

市
民
葬
・
市
民
葬
祭
式
場（
負
担
金
）
１
５
、５
３
０

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

４
、２
３
１

拡

生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
委
託
料

９
４
９

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

７
０
０
、６
１
８

障
害
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

９
、０
０
０

障
害
者
移
動
支
援
事
業
委
託
料

４
９
、２
０
０

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
負
担
金

２
、１
４
１

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

３
２
、３
７
８

障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

２
、１
０
９

紙
お
む
つ
給
付
費（
障
害
者
）

２
、５
２
８

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費

６
、４
０
７

福
祉
自
動
車
燃
料
給
付
費

２
、７
４
６

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金

３
、５
４
０

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

７
０
、０
２
０

障
害
者
自
立
支
援
医
療
費

１
１
１
、５
５
８

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

１
５
６
、９
９
３

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金

３
０
、７
５
１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
家
賃
等
補
助
金

１
、２
０
０

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料

９
３
、０
１
３

多
機
能
型
事
業
所
ス
マ
イ
ラ
松
原
指
定
管
理
料

６
７
、４
２
３

敬
老
祝
金

６
６
、１
０
０

高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金
１
１
、９
７
６

福
祉
入
浴
委
託
料

１
４
、４
７
６

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料

１
１
、９
７
９

紙
お
む
つ
給
付
費（
高
齢
者
）

１
３
、６
０
８

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金

３
２
、６
８
９

24
時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
３
９
、５
８
３

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
上
料

３
、７
０
３

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
装
置
更
新

４
、５
９
０

在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当

３
、９
６
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

１
８
、１
２
２

社
会
福
祉
法
人
寧
幸
会
補
助
金

１
２
、４
９
６

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料

３
７
、１
９
５

◇

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

１
、４
１
６

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

２
５
、１
０
１

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、３
０
１
、１
３
９

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

７
２
６
、２
４
５

療
養
給
付
費
負
担
金

５
０
４
、６
２
７

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
４
８
、１
３
６

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

１
１
５
、０
８
７

児
童
福
祉
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

３
、４
０
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

７
、１
９
６

◇

こ
ど
も
医
療
給
付
費

２
２
６
、８
０
０

児
童
手
当
給
付
費

９
９
４
、０
２
０

母
子
厚
生
保
障
年
金

４
、１
４
０

拡

児
童
扶
養
手
当

２
１
３
、８
２
９

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費

２
１
、６
０
０

ひ
と
り
親
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

３
、６
０
０

拡

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
給
付
費

４
、６
９
６

◇

協
働
提
案
事
業
補
助
金

２
７
１

新
◎
◇
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
運
営
委
託
料

１
４
、８
７
９

◇

児
童
館
耐
震
診
断
委
託
料

３
、２
３
０

◎
◇
児
童
館
耐
震
補
強
等
工
事

２
２
、４
０
０

拡
◎
◇
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
の
増
設

１
１
９
、３
６
２

児
童
相
談
事
業

２
、４
７
１

家
庭
保
育
室
委
託
料

３
３
、５
６
０

拡
◎
◇
全
て
の
市
立
保
育
園
で
土
曜
日
の
通
常
保
育（
臨
時
職
員
）

９
、８
０
０

一
時
的
保
育
事
業

１
５
、４
３
３

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

７
、４
１
２

保
育
園
改
修
工
事

１
２
、１
４
０

拡
◎
◇
☆
民
間
保
育
園
管
理
運
営

６
６
３
、９
５
０

新

地
域
型
保
育
給
付
費

１
７
７
、４
０
９

生
活
保
護
面
接
相
談
員

２
、６
８
４

自
動
車
購
入

１
、５
４
７

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　

６
、５
７
９

拡

生
活
保
護
受
給
者
学
習
支
援
事
業
委
託
料

８
、５
３
９

住
宅
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
委
託
料

６
、５
０
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
２
、１
４
３

衛　　　生　　　費

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料

４
、１
５
０

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
負
担
金
１
９
、１
４
７

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金

１
８
、０
０
０

◇

わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計
画
普
及
啓
発
事
業

５
２
１

拡
◇
☆
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た
特
定
保
健
指
導

７
９
６

◎
◇
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
事
業

５
、０
６
９

健
康
診
査
委
託
料

６
、７
３
７

拡
◎
◇
が
ん
検
診
等
委
託
料

９
７
、４
１
７

予
防
接
種
委
託
料

１
７
７
、５
３
１

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料

３
、９
１
４

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
委
託
料

２
、２
０
４

◎
◇
20
歳
の
歯
科
疾
患
予
防
推
進
事
業
委
託
料

８
２
２

◇

個
別
勧
奨
が
ん
検
診
委
託
料

２
、３
０
０

新

父
子
手
帳
の
配
布

９
８

新
生
児
妊
産
婦
訪
問
指
導
委
託
料

２
、２
０
０

妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業

５
８
、９
６
８

未
熟
児
養
育
医
療
費

５
、３
９
９

新

妊
婦
等
音
楽
鑑
賞
会
の
開
催

５
０
０

◎
◇
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

５
５
１

◇

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金

５
、０
０
０

環
境
調
査
委
託
料

２
、５
６
０

総
合
健
康
診
査
委
託
料

５
６
、３
９
０

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

７
４
、５
２
４

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

８
、８
５
６

共
同
生
活
援
助
等
事
業
費
補
助
金

２
、１
３
６

保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

１
１
０
、７
０
０

人
）の
２
園
が
開
園
し
、計
７
園
と
な
っ

た
民
間
認
可
保
育
園
の
運
営
費
と
し
て
、

６
億
６
３
９
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
お
、
５
つ
の
市
立
保
育
園
を
含
め
た

認
可
保
育
園
の
定
員
数
は
22
年
度
と
比

べ
、1.8
倍
、５
０
８
人
増
の
１
１
０
８
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
市

育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
で
は
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

27
年
度
の
３
園
に
続
き
、
民
間
認
可
保

育
園
の
増
設
を
図
り
ま
し
た
。
今
月
に

は
、錦
町
３
丁
目
の「
蕨
す
こ
や
か
保
育

園
」（
定
員
60
人
）と
中
央
１
丁
目
の「
わ

ら
び
さ
く
ら
さ
く
ほ
い
く
え
ん
」（
同
60

立
保
育
園
で
土
曜
日
の

保
育
を
午
後
７
時
ま
で

と
す
る
、
通
常
保
育
を

年
度
内
に
実
施
し
ま
す
。

守
家
庭
児
童
指

導
室
は
、
３
つ

の
施
設
を
増
設
し
、
計

14
施
設
と
し
ま
す
。
北

町
地
区
は
保
健
セ
ン
タ

ー
前
に
あ
る
Ａ
館
を
２

度
に
創
設
し
た
器
具
設
置
等
の
補
助
制

度（
14
㌻
参
照
）の
対
象
を
28
年
度
に
限

り
、
全
て
の
世
帯
へ
と
拡
大
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、自
助
・

共
助
・
公
助
の
連
携
に
よ
る
防
災
都
市

づ
く
り
を
い
っ
そ
う
推
進
し
ま
す
。

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
27
年

の
市
内
犯
罪
件
数
が
前
年
比
で
22
％
も

子どもたちの笑顔が広がるまちづくりを

階
建
て
に
改
築
、
塚
越
地
区
で
は
塚
越

小
に
隣
接
す
る
ち
び
っ
こ
広
場
に
新
設
、

南
町
地
区
で
は
南
小
の
教
室
を
活
用
し

整
備
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
１

億
１
９
３
６
万
２
０
０
０
円
を
計
上
。

な
お
、
27
年
度
に
東
小
と
中
央
小
に
整

備
し
た
２
つ
の
施
設
は
民
間
事
業
者
に

委
託
し
、今
月
か
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

減
少
し
た
防
犯
対
策
で
は
、
リ
ー
ス
方

式
に
よ
り
、
全
て
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
図
り
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
取
り
替
え
は
12
月
ま

で
に
該
当
す
る
約
２
３
０
０
基
を
行
う

予
定
で
す
。ま
た
、振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
未
然
防
止
策
と
し
て
、
高
齢
者
世
帯

へ
通
話
録
音
装
置
を
無
償
で
貸
与
す
る

た
め
、２
７
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

豊
か
な
個
性
を
育
み

子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

町

子

夜間のまちを
明るく照らす
ＬＥＤ防犯灯

　小学校と保育園に通う
子どもがいます。共働き
世帯にとって、留守家庭
児童指導室の増加や、保
育園での土曜日の通常保
育の開始は歓迎です。こ
れからも子育て支援の充
実を図ってほしいですね。

歓迎です子育て支援

冨
とみ

澤
ざわ

 香
か

栄
え

さん
塚越６丁目・31歳

声
新年度へ

期
待
の

２

留
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総務費

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

４
０
、９
７
２

市
民
会
館
指
定
管
理
料

７
２
、９
９
０

◎
◇
市
民
会
館
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料
２
９
、４
３
０

確
定
申
告
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

５
、１
８
４

口
座
振
替
デ
ー
タ
の
伝
送
化

１
、５
７
２

◎
☆
収
納
対
策
等

１
、０
５
９

新
◎
☆
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

１
４
、５
８
０

個
人
番
号
カ
ー
ド
製
造
・
発
行
等
事
業
交
付
金

６
、６
０
９

参
議
院
議
員
選
挙

２
５
、５
５
０

民　　　生　　　費

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

５
４
、８
０
０

市
民
葬
・
市
民
葬
祭
式
場（
負
担
金
）
１
５
、５
３
０

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

４
、２
３
１

拡

生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
委
託
料

９
４
９

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

７
０
０
、６
１
８

障
害
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

９
、０
０
０

障
害
者
移
動
支
援
事
業
委
託
料

４
９
、２
０
０

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
負
担
金

２
、１
４
１

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

３
２
、３
７
８

障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

２
、１
０
９

紙
お
む
つ
給
付
費（
障
害
者
）

２
、５
２
８

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費

６
、４
０
７

福
祉
自
動
車
燃
料
給
付
費

２
、７
４
６

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金

３
、５
４
０

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

７
０
、０
２
０

障
害
者
自
立
支
援
医
療
費

１
１
１
、５
５
８

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

１
５
６
、９
９
３

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金

３
０
、７
５
１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
家
賃
等
補
助
金

１
、２
０
０

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料

９
３
、０
１
３

多
機
能
型
事
業
所
ス
マ
イ
ラ
松
原
指
定
管
理
料

６
７
、４
２
３

敬
老
祝
金

６
６
、１
０
０

高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金
１
１
、９
７
６

福
祉
入
浴
委
託
料

１
４
、４
７
６

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料

１
１
、９
７
９

紙
お
む
つ
給
付
費（
高
齢
者
）

１
３
、６
０
８

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金

３
２
、６
８
９

24
時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
３
９
、５
８
３

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
上
料

３
、７
０
３

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
装
置
更
新

４
、５
９
０

在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当

３
、９
６
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

１
８
、１
２
２

社
会
福
祉
法
人
寧
幸
会
補
助
金

１
２
、４
９
６

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料

３
７
、１
９
５

◇

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

１
、４
１
６

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

２
５
、１
０
１

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、３
０
１
、１
３
９

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

７
２
６
、２
４
５

療
養
給
付
費
負
担
金

５
０
４
、６
２
７

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
４
８
、１
３
６

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

１
１
５
、０
８
７

児
童
福
祉
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

３
、４
０
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

７
、１
９
６

◇

こ
ど
も
医
療
給
付
費

２
２
６
、８
０
０

児
童
手
当
給
付
費

９
９
４
、０
２
０

母
子
厚
生
保
障
年
金

４
、１
４
０

拡

児
童
扶
養
手
当

２
１
３
、８
２
９

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費

２
１
、６
０
０

ひ
と
り
親
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

３
、６
０
０

拡

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
給
付
費

４
、６
９
６

◇

協
働
提
案
事
業
補
助
金

２
７
１

新
◎
◇
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
運
営
委
託
料

１
４
、８
７
９

◇

児
童
館
耐
震
診
断
委
託
料

３
、２
３
０

◎
◇
児
童
館
耐
震
補
強
等
工
事

２
２
、４
０
０

拡
◎
◇
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
の
増
設

１
１
９
、３
６
２

児
童
相
談
事
業

２
、４
７
１

家
庭
保
育
室
委
託
料

３
３
、５
６
０

拡
◎
◇
全
て
の
市
立
保
育
園
で
土
曜
日
の
通
常
保
育（
臨
時
職
員
）

９
、８
０
０

一
時
的
保
育
事
業

１
５
、４
３
３

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

７
、４
１
２

保
育
園
改
修
工
事

１
２
、１
４
０

拡
◎
◇
☆
民
間
保
育
園
管
理
運
営

６
６
３
、９
５
０

新

地
域
型
保
育
給
付
費

１
７
７
、４
０
９

生
活
保
護
面
接
相
談
員

２
、６
８
４

自
動
車
購
入

１
、５
４
７

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　

６
、５
７
９

拡

生
活
保
護
受
給
者
学
習
支
援
事
業
委
託
料

８
、５
３
９

住
宅
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
委
託
料

６
、５
０
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
２
、１
４
３

衛　　　生　　　費

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料

４
、１
５
０

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
負
担
金
１
９
、１
４
７

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金

１
８
、０
０
０

◇

わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計
画
普
及
啓
発
事
業

５
２
１

拡
◇
☆
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た
特
定
保
健
指
導

７
９
６

◎
◇
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
事
業

５
、０
６
９

健
康
診
査
委
託
料

６
、７
３
７

拡
◎
◇
が
ん
検
診
等
委
託
料

９
７
、４
１
７

予
防
接
種
委
託
料

１
７
７
、５
３
１

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料

３
、９
１
４

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
委
託
料

２
、２
０
４

◎
◇
20
歳
の
歯
科
疾
患
予
防
推
進
事
業
委
託
料

８
２
２

◇

個
別
勧
奨
が
ん
検
診
委
託
料

２
、３
０
０

新

父
子
手
帳
の
配
布

９
８

新
生
児
妊
産
婦
訪
問
指
導
委
託
料

２
、２
０
０

妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業

５
８
、９
６
８

未
熟
児
養
育
医
療
費

５
、３
９
９

新

妊
婦
等
音
楽
鑑
賞
会
の
開
催

５
０
０

◎
◇
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

５
５
１

◇

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金

５
、０
０
０

環
境
調
査
委
託
料

２
、５
６
０

総
合
健
康
診
査
委
託
料

５
６
、３
９
０

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

７
４
、５
２
４

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

８
、８
５
６

共
同
生
活
援
助
等
事
業
費
補
助
金

２
、１
３
６

保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

１
１
０
、７
０
０

康
づ
く
り
は
引
き
続
き
、
健
康

ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点

に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
力
ア
ッ
プ
で

健
康
密
度
も
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
事
業
を
進

め
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
を
２
０
０
人
に
拡

充
し
、５
０
６
万
９
０
０
０
円
を
計
上
。

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
で
生
活
習
慣
の

改
善
を
要
す
る
人
が
対
象
の
特
定
保
健

指
導
を
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
協
働
で

行
い
ま
す
。
が
ん
検
診
は
委
託
料
９
７

４
１
万
７
０
０
０
円
を
計
上
し
、
受
診

率
の
向
上
へ
、
胃
が
ん
検
診
は
60
歳
以

上
に
胃
内
視
鏡
検
査
を
導
入
、
乳
が
ん

検
診
は
検
診
日
数
を
拡
充
し
ま
し
た
。

護
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
新
し
い

総
合
事
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
い

力
面
や
体
力
面

な
ど
で
大
き
な

成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る

教
育
で
は
、引
き
続
き
、

35
人
程
度
学
級
を
小
学

校
全
学
年
で
実
施
す
る

ほ
か
、
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
児
童
を
対

象
に
、
わ
ら
び
学
校
土

放課後保育をする留守家庭児童指導室を増設

き
い
き
百
歳
体
操
や
認
知
症
の
予
防
講

座
な
ど
に
よ
り
、
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
こ
の
他
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に
向
け
、

妊
婦
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
父

子
手
帳
の
配
布
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

児
童
扶
養
手
当
の
第
２
子
以
降
の
加
算

額
を
８
月
以
降
増
額
す
る
ほ
か
、
生
活

困
窮
世
帯
な
ど
の
中
・
高
校
生
へ
の
学

習
教
室
の
開
催
回
数
を
拡
充
し
ま
す
。

曜
塾
を
開
講
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
課

題
の
調
査
研
究
や
相
談
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
、
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
内

に
教
育
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
ま
す
。
教
育
環
境
の
改
善
に

向
け
て
進
め
て
い
る
校
舎
の
ト
イ
レ
改

修
に
は
、
４
１
２
０
万
円
を
計
上
し
、

東
小
・
南
小
・
二
中
で
実
施
し
ま
す
。

み
ん
な
に
あ
た
た
か
く

健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち

健

　ウォーキングと筋トレ
による健康づくりのモニ
ターとして、活動量計を
付け、半年以上にわたり
適度な運動を続けていま
す。今では体が軽くなっ
た感じがします。皆さん
にもお勧めしたいです。

継続して健康づくり

間
ま

室
むろ

 美
み

枝
え

子
こ

さん
錦町３丁目・70歳

声
新年度へ

期
待
の

３

学

介
ウォーキングと筋力トレーニングの実践で進める健康づくり
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衛生費

排
水
路
清
掃
委
託
料

３
、３
０
０

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
６
３
５
、９
４
５

塵
芥
処
理
事
業

３
１
７
、６
１
０

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
５
０
、０
０
０

労働費

◎
◇
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料

３
、１
８
０

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金

３
０
、０
０
０

農
林
水

産
業
費

◇
☆
わ
ら
び
り
ん
ご
育
成
事
業
費
補
助
金

４
５
０

商　　工　　費

☆

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

８
０
０

◎
◇
☆「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り

９
７
０

蕨
商
工
会
議
所
補
助
金

９
、９
０
０

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

１
、８
０
０

◎
◇
空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業
補
助
金

２
、４
０
０

◇

住
宅
改
修
資
金
助
成
金

１
、５
０
０

◇

観
光
行
事
委
託
料

１
２
、５
０
０

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

２
、３
４
４

観
光
協
会
補
助
金

１
、９
５
０

◇

協
働
提
案
事
業
補
助
金

３
０
０

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金
７
０
、０
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金

１
０
０
、０
０
０

◎
◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

９
９
６

◎
◇
中
心
市
街
地
整
備
推
進
機
構
補
助
金

２
、５
０
０

土　　　木　　　費

◇

戸
建
て
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金

２
０
０

◇

共
同
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金

１
、０
０
０

◇

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

１
、２
０
０

老
朽
空
き
家
等
解
体
補
助
金

６
０
０

狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業

７
、５
７
０

◎

三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅
取
得
補
助
金

８
、４
０
０

上
戸
田
川
整
備
事
業
負
担
金

４
９
、２
６
５

道
路
関
係
環
境
整
備
委
託
料

２
０
、０
０
０

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
１
、０
７
０

新

橋
り
ょ
う
点
検
調
査
委
託
料

７
６
、９
６
６

◇

舗
装
新
設
改
良
工
事

７
３
、７
０
０

都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料

３
、２
３
０

◎
◇
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

８
１
、１
８
１

◇

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
４
、０
７
９

◎
◇
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
８
８
３
、２
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
５
７
２
、８
７
１

◎
◇
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
花
の
配
送

９
９
５

公
園
等
維
持
管
理
委
託
料

３
７
、１
６
９

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料

１
２
、０
０
０

◇

協
働
提
案
事
業
補
助
金

１
３
５

公
園
・
歩
道
緑
地
帯
自
主
管
理
団
体
助
成
金

３
、４
２
０

新
◇

末
広
公
園
整
備
工
事
設
計
委
託
料

６
、４
３
５

公
園
等
整
備
工
事

５
、０
０
０

緑
化
推
進
関
係
環
境
整
備
委
託
料

３
、０
０
０

南
町
桜
並
木
剪
定
等
委
託
料

１
、９
４
４

市
営
住
宅
改
修
工
事

１
６
、８
０
０

消　防　費　

救
急
救
命
士
教
育
訓
練
事
業
負
担
金

１
、７
４
０

新
◇

消
防
庁
舎
等
耐
震
診
断
委
託
料

３
、５
４
３

消
防
団
員
報
酬

４
、７
６
２

拡
◇

消
防
災
害
支
援
隊
の
増
員

１
４
８

消
防
団
運
営
交
付
金

３
、３
５
３

◎
◇
災
害
対
策
用
備
蓄
品

５
、８
２
７

拡
◎
◇
災
害
対
策
用
備
品

７
、２
４
４

拡
◎
◇
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
等
補
助
金

２
、０
０
０

◇
☆
災
害
図
上
訓
練
等
委
託
料（
協
働
提
案
事
業
）

２
０
６

ス
ク
ー
ル
支
援
員

７
、４
３
６

教　　　　　育　　　　　費

特
別
支
援
教
育
支
援
員

５
、７
２
０

◇

学
校
図
書
館
教
育
支
援
員

２
、３
７
０

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料

３
、０
０
０

◇

協
働
提
案
事
業

９
１

外
国
語
教
育
等
推
進
事
業

１
４
、９
２
６

◇

35
人
程
度
学
級

２
９
、３
５
１

新
◎

教
育
セ
ン
タ
ー
整
備
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置

１
、２
５
６

さ
わ
や
か
相
談
事
業

６
、３
２
２

拡

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

１
０
４
、６
６
７

幼
稚
園
児
補
助
金

７
、７
４
０

新

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
分
別
等
委
託
料

７
３
５

小
学
校
空
調
設
備
借
上
料

３
６
、１
０
５

◎

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

２
８
、８
６
０

◇

児
童
用
図
書

２
、１
０
０

中
学
校
空
調
設
備
借
上
料

１
７
、９
４
３

◎

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

１
５
、４
０
０

中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
な
ど
１
６
、３
７
０

中
学
校
教
師
用
教
科
書
・
指
導
書

１
５
、８
０
２

◇

生
徒
用
図
書

９
０
０

入
学
資
金
貸
付
金

９
、５
０
０

奨
学
金

６
、１
４
４

合
宿
通
学
事
業
委
託
料

１
、１
０
０

◇

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

１
１
、０
８
８

◇

わ
ら
び
学
校
土
曜
塾
推
進
事
業

６
、２
５
９

◇

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
等
文
化
・
芸
術
振
興
事
業
助
成
金

１
、０
０
０

◎
◇
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

２
、４
１
６

青
少
年
野
外
活
動
奨
励
費

１
、１
０
０

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
指
定
管
理
料

２
７
、８
４
５

公
民
館
用
備
品

２
、１
７
１

◎
◇
公
民
館
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料

５
、７
１
０

◎
◇
公
民
館
耐
震
補
強
等
工
事

６
７
、２
０
０

旭
町
公
民
館
指
定
管
理
料

３
１
、４
４
１

図
書
館
図
書

１
７
、０
０
０

新
◇

図
書
館
耐
震
診
断
委
託
料

５
、１
２
０

歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員

２
、７
０
４

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
等
展
示
制
作
委
託
料

１
、５
１
１

◎
◇
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
推
進

１
４
２

新
☆

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
事
業
委
託
料

８
９
２

施
設
使
用
料
等（
民
間
温
水
プ
ー
ル
）

２
、６
４
６

新
◎
◇
錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
改
修
工
事
設
計
委
託
料

６
、１
５
６

拡

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

１
、０
９
６

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料

８
、６
３
７

◎
◇
市
民
体
育
館
耐
震
補
強
等
工
事

３
５
８
、４
０
０

プ
ー
ル
指
定
管
理
料

１
０
、８
７
２

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料

９
１
、３
６
８

諸
支
出
金

蕨
市
土
地
開
発
公
社
補
助
金

１
７
、９
７
２

び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
の
製
造
と
販
売
を

行
う
と
と
も
に
、
わ
ら
び
り
ん
ご
の
育

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
で
は
、

錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
人
工
芝

化
な
ど
に
向
け
、
設
計
委
託
料
を
６
１

５
万
６
０
０
０
円
計
上
。
音
楽
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
引
き
続
き
、
小
・

け
た
指
針
策
定

や
市
が
認
定
し

た
商
品
を
市
内

外
へ
発
信
し
て

い
く
、
蕨
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
大
好

評
だ
っ
た
わ
ら

内
２
市
目
と
な
る
認
定
を
受
け

た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
更
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。
安
全

な
歩
行
空
間
の
確
保
と
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
向
け
、
約
４
０
０
㍍
に
わ
た
る
蕨

駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
道
路（
左
下
地
図
）の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
７
１
２
０
万
円

を
計
上
。
併
せ
て
、
道
路
に
接
す
る
末

広
公
園
の
整
備
に
関
す
る
設
計
委
託
料

を
６
４
３
万
５
０
０
０
円
計
上
し
ま
し

た
。ま
た
、蕨
駅
西
口
の
再
開
発
に
つ
い

て
は
準
備
組
合
の
皆
さ
ん
と
未
来
に
つ

な
が
る
構
想
を
練
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
ま
ち

の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向

中
学
校
へ
の
音
楽
家

派
遣
事
業
や
子
ど
も

音
楽
大
学
、
市
民
音

楽
祭
を
開
催
し
、
わ

ら
音
を
推
進
し
ま
す
。

▲▼蕨駅東口コミュニティ・ショッピング道路の整備

県
に
ぎ
わ
い
と
活
力
、
市
民
文
化
と

歴
史
が
と
け
あ
う
元
気
な
ま
ち

４

蕨
　駅

蕨塚越郵便局
●西

口

東
口

末広公園

西川口↓

●

●

ザ・プライス
蕨店

須原屋

仁中歩公園●

蕨駅東口コミュニティ・
ショッピング道路

わら音をまちぐるみで盛り上げます（昨年の市民音楽祭）

大好評だったわらびりんごサイダー

　東口の商店街は、塚越に
住んでいる多くの人にとっ
て、ふだんの通勤や通学な
どで使うなじみの深い道路
です。新たに整備されるこ
とによって、これまで以上
に、活気のある安全な空間
になるとうれしいですね。

活力生み出す道路に

岡
おか

田
だ

 卓
たく

也
や

さん
塚越４丁目・20歳

声
新年度へ

期
待
の

蕨

ス
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衛生費

排
水
路
清
掃
委
託
料

３
、３
０
０

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
６
３
５
、９
４
５

塵
芥
処
理
事
業

３
１
７
、６
１
０

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
５
０
、０
０
０

労働費

◎
◇
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料

３
、１
８
０

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金

３
０
、０
０
０

農
林
水

産
業
費

◇
☆
わ
ら
び
り
ん
ご
育
成
事
業
費
補
助
金

４
５
０

商　　工　　費

☆

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

８
０
０

◎
◇
☆「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り

９
７
０

蕨
商
工
会
議
所
補
助
金

９
、９
０
０

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

１
、８
０
０

◎
◇
空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業
補
助
金

２
、４
０
０

◇

住
宅
改
修
資
金
助
成
金

１
、５
０
０

◇

観
光
行
事
委
託
料

１
２
、５
０
０

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

２
、３
４
４

観
光
協
会
補
助
金

１
、９
５
０

◇

協
働
提
案
事
業
補
助
金

３
０
０

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金
７
０
、０
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金

１
０
０
、０
０
０

◎
◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

９
９
６

◎
◇
中
心
市
街
地
整
備
推
進
機
構
補
助
金

２
、５
０
０

土　　　木　　　費

◇

戸
建
て
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金

２
０
０

◇

共
同
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金

１
、０
０
０

◇

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

１
、２
０
０

老
朽
空
き
家
等
解
体
補
助
金

６
０
０

狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業

７
、５
７
０

◎

三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅
取
得
補
助
金

８
、４
０
０

上
戸
田
川
整
備
事
業
負
担
金

４
９
、２
６
５

道
路
関
係
環
境
整
備
委
託
料

２
０
、０
０
０

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
１
、０
７
０

新

橋
り
ょ
う
点
検
調
査
委
託
料

７
６
、９
６
６

◇

舗
装
新
設
改
良
工
事

７
３
、７
０
０

都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料

３
、２
３
０

◎
◇
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

８
１
、１
８
１

◇

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
４
、０
７
９

◎
◇
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
８
８
３
、２
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
５
７
２
、８
７
１

◎
◇
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
花
の
配
送

９
９
５

公
園
等
維
持
管
理
委
託
料

３
７
、１
６
９

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料

１
２
、０
０
０

◇

協
働
提
案
事
業
補
助
金

１
３
５

公
園
・
歩
道
緑
地
帯
自
主
管
理
団
体
助
成
金

３
、４
２
０

新
◇

末
広
公
園
整
備
工
事
設
計
委
託
料

６
、４
３
５

公
園
等
整
備
工
事

５
、０
０
０

緑
化
推
進
関
係
環
境
整
備
委
託
料

３
、０
０
０

南
町
桜
並
木
剪
定
等
委
託
料

１
、９
４
４

市
営
住
宅
改
修
工
事

１
６
、８
０
０

消　防　費　

救
急
救
命
士
教
育
訓
練
事
業
負
担
金

１
、７
４
０

新
◇

消
防
庁
舎
等
耐
震
診
断
委
託
料

３
、５
４
３

消
防
団
員
報
酬

４
、７
６
２

拡
◇

消
防
災
害
支
援
隊
の
増
員

１
４
８

消
防
団
運
営
交
付
金

３
、３
５
３

◎
◇
災
害
対
策
用
備
蓄
品

５
、８
２
７

拡
◎
◇
災
害
対
策
用
備
品

７
、２
４
４

拡
◎
◇
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
等
補
助
金

２
、０
０
０

◇
☆
災
害
図
上
訓
練
等
委
託
料（
協
働
提
案
事
業
）

２
０
６

ス
ク
ー
ル
支
援
員

７
、４
３
６

教　　　　　育　　　　　費

特
別
支
援
教
育
支
援
員

５
、７
２
０

◇

学
校
図
書
館
教
育
支
援
員

２
、３
７
０

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料

３
、０
０
０

◇

協
働
提
案
事
業

９
１

外
国
語
教
育
等
推
進
事
業

１
４
、９
２
６

◇

35
人
程
度
学
級

２
９
、３
５
１

新
◎

教
育
セ
ン
タ
ー
整
備
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置

１
、２
５
６

さ
わ
や
か
相
談
事
業

６
、３
２
２

拡

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

１
０
４
、６
６
７

幼
稚
園
児
補
助
金

７
、７
４
０

新

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
分
別
等
委
託
料

７
３
５

小
学
校
空
調
設
備
借
上
料

３
６
、１
０
５

◎

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

２
８
、８
６
０

◇

児
童
用
図
書

２
、１
０
０

中
学
校
空
調
設
備
借
上
料

１
７
、９
４
３

◎

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

１
５
、４
０
０

中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
な
ど
１
６
、３
７
０

中
学
校
教
師
用
教
科
書
・
指
導
書

１
５
、８
０
２

◇

生
徒
用
図
書

９
０
０

入
学
資
金
貸
付
金

９
、５
０
０

奨
学
金

６
、１
４
４

合
宿
通
学
事
業
委
託
料

１
、１
０
０

◇

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

１
１
、０
８
８

◇

わ
ら
び
学
校
土
曜
塾
推
進
事
業

６
、２
５
９

◇

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
等
文
化
・
芸
術
振
興
事
業
助
成
金

１
、０
０
０

◎
◇
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

２
、４
１
６

青
少
年
野
外
活
動
奨
励
費

１
、１
０
０

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
指
定
管
理
料

２
７
、８
４
５

公
民
館
用
備
品

２
、１
７
１

◎
◇
公
民
館
耐
震
補
強
等
工
事
設
計
委
託
料

５
、７
１
０

◎
◇
公
民
館
耐
震
補
強
等
工
事

６
７
、２
０
０

旭
町
公
民
館
指
定
管
理
料

３
１
、４
４
１

図
書
館
図
書

１
７
、０
０
０

新
◇

図
書
館
耐
震
診
断
委
託
料

５
、１
２
０

歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員

２
、７
０
４

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
等
展
示
制
作
委
託
料

１
、５
１
１

◎
◇
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
推
進

１
４
２

新
☆

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
事
業
委
託
料

８
９
２

施
設
使
用
料
等（
民
間
温
水
プ
ー
ル
）

２
、６
４
６

新
◎
◇
錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
改
修
工
事
設
計
委
託
料

６
、１
５
６

拡

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

１
、０
９
６

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料

８
、６
３
７

◎
◇
市
民
体
育
館
耐
震
補
強
等
工
事

３
５
８
、４
０
０

プ
ー
ル
指
定
管
理
料

１
０
、８
７
２

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料

９
１
、３
６
８

諸
支
出
金

蕨
市
土
地
開
発
公
社
補
助
金

１
７
、９
７
２

内
に
居
住
す
る
親
世
帯
と
の
同
居
、
ま
た
は
近
居
を
す
る

子
世
帯
へ
の
支
援
を
通
し
て
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

を
図
る
三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅
取
得
支
援
事
業
。
引
き
続
き

28
年
度
も
実
施
し
、こ
れ
に
伴
い
、８
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

町
地
区
の
区
画
整
理
事
業

で
は
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
を
８
億
８
３
２
９
万
円
計
上

し
、
国
の
交
付
金
な
ど
と
合
わ
せ

て
、
家
屋
移
転
や
街
路
築
造
工
事

な
ど
を
計
画
し
、
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
第
一
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
道
路
の

拡
幅
整
備
な
ど
に
向
け
、
８
１
１

８
万
１
０
０
０
円
、
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
２
４
０
７
万
９
０
０
０
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
跨

線
橋
を
含
む
65
橋
の
定
期
点
検
の

た
め
、
調
査
の
委
託
料
と
し
て
、

７
６
９
６
万
６
０
０
０
円
を
計
上

し
、安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

三世代の同居や近居を支援します

協働のまちづくりの充実を（昨年のわらてつまつり）

　蕨防災士会の一員とし
て、協働提案事業に携わ
ります。市民と行政が力
を合わせて、まちづくり
を進めるのは重要なこと
です。豊かな地域力が活
かせる環境づくりを更に
充実させてほしいですね。

地域力で協働を前進

足
あ

立
だち

 朋
と も

彦
ひ こ

さん
南町１丁目
61歳

声
新年度へ

期
待
の

快適で過ごしやすく
　環境にやさしいまち

５市

髙
たか

見
み

 京
きょう

子
こ

さん
中央４丁目・43歳

声
新年度へ

期
待
の

　三世代の同居や近居を支援する制
度を活用しました。お互いに助け合
えるなど同居の利点を感じています。
人口の減少が課題となるなか、定住
を後押しするのはいいですね。今後
も住みよい環境づくりを期待します。

良好な住環境の推進を

働のまちづくりの更なる推進
に向け、引き続き、協働事業

提案制度を実施します。子育て情報
の発信や鉄道に関するイベントの開
催、中学生を対象としたデートＤＶ
講演会、大荒田交通公園のＳＬ整備
のほか、新規事業として防災対策を
テーマにわらび防災大学校を開催し
ます。こうした５つの事業の実施に
伴い、100万3,000円を計上しました。

際交流事業では、姉妹都市の
アメリカ・エルドラド郡に青

少年を派遣し、キャンプ（15㌻参照）
を実施するほか、友好都市のドイツ・
リンデン市との市民交流が40年目を
迎えることから、式典を開催します。

協
一人ひとりの心でつなぐ
　笑顔あふれるまち６

錦

国
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　暖かな陽気に誘われて、ぶらりと
散歩したくなるこの季節。10、11㌻
では、昨年11月の宿場まつりでミス
織姫を務めた平山知美さんがリポー
ターとして、中山道を中心にお勧め
ルートを紹介します。掲載した情報
以外にも、蕨にはすてきな場所やお
店が盛りだくさんです。あらためて
まちの魅力を発見してみませんか。

定
番
＆
新
名
物

織
姫
が
行
く 

春
の
中
山
道

▲双子織のれん（下段②参照）が来館者をお出迎え（歴史民俗資料館分館）

ＩＮＤＥＸ

➊歴史民俗
　　　 資料館分館

➋双子織のれん

➌歴史民俗資料館

➍蕨本陣跡

➎三学院

★中仙道蕨宿
　苗木市･藤まつり

★大人のプリン
　　　コルネ発売

蕨の魅力 見～つけた♪

●市民会館

●商工会議所

●和楽備神社

●市役所
三学院

↑至蕨駅

歴史民俗資料館分館
※❷も展示

至東京→

←至浦和

国  道

17
ROUTE

中山道本町通り

歴
史
民
俗
資
料
館

蕨
本
陣
跡

❶❹❸

❺

❷
❷❷ ❷

❷❷

❷
❷

❷❷❷❷
❷
❷❷

❷❷

❷❷

❷❷

歴史民俗資料館分館
　明治時代に織物の買継商だった家を
歴史民俗資料館分館として公開してい
ます｡ 四季折々､ さまざまな草花に彩
られる庭園も見どころの一つです。

➊

▲趣きのある空間が広がります

▲「まち全体にこののれんを広め
たいですね」と、中仙道蕨宿商店
街振興組合理事長の冨田喜一さん

双子織のれん
　中山道本町通りを中心とし
た、施設や店舗など23か所に、
オリジナルデザインを施した
双子織のれんを掲げる景観統
一事業。２月27日に一斉にお
披露目されたばかりです。情
趣に富んだ街並みで、買い物
や食事をお楽しみください。

➋ 　双子織は、江戸から昭和に
かけて織物のまちとして栄え
た蕨の特産品でした。こうし
た伝統を後世へ引き継いでい
こうと､ 現在､ まちぐるみで
ＰＲに取り組んでいます｡
　縞模様の素朴な風合いと艶
やかな肌触りがその特徴で、か
ばんメーカーとの
コラボレーショ
ンなどでも注目
を集めています。

双子織ってなに?

？

？

中山道の
新名物

平成27年度ミス織姫

平
ひら

山
やま

 知
さと

美
み

さん

開館＝午前10時～午後４時　休館＝
月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日
も休館）､国民の祝日（４月29日、11月
３日を除く）､年末年始　入館料＝無料
詳細＝歴史民俗資料館（☎432・2477）

展示＝各店舗・施設の営業・
開館時間中　問い合わせ＝
蕨商工会議所（☎432・2655）
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●市民会館

●商工会議所

●和楽備神社

●市役所
三学院

↑至蕨駅

歴史民俗資料館分館
※❷も展示

至東京→

←至浦和

国  道

17
ROUTE

中山道本町通り

歴
史
民
俗
資
料
館

蕨
本
陣
跡

❶❹❸

❺

❷
❷❷ ❷

❷❷

❷
❷

❷❷❷❷
❷
❷❷

❷❷

❷❷

❷❷

▲蕨宿を再現した模型などを展示

　京都の真言宗智山派総本山智積院の末寺で、正
式名称を金亀山極楽寺三学院といいます。創立年
代は不明ですが、現存する資料などから、中世以
前に創建されたと考えられています。天正19年

（1591）には、徳川家康から寺領20石を寄進する旨
の朱印状が授与されています。貴重な文化財を多
数所蔵｡ 今年新たに､ 木造阿弥陀如来坐像が蕨市
指定文化財に指定されました（下写真参照）。

三学院➎

◀平安時代末期につくら
れた木造阿弥陀如来坐像。
※一般公開していません

▶敷地内には、
本堂、三重塔、
鐘楼などが建立

蕨発のご当地スイーツ
｢大人のプリンコルネ｣ 発売!!

　昨年３月の ｢埼玉Ｂ級ご当地
グルメ王決定戦｣ で好評だった
｢大人のプリンコルネ｣がコンビ
ニで販売されます。カスタード
ホイップをさくさくのパイ生地
で包んだ逸品をご賞味ください。

販売期間＝４月12日～５月
９日 価格＝198円（税込み） 
販売場所＝関東地区のサー
クルＫとサンクス（２月末
現在計1,439店舗） 詳細＝蕨
商工会議所（☎432・2655）

おいしそう！
私も絶対
食べたいです

ちょっと　
寄り道♪

　中山道本町通りには遊び心がいっぱ
い。中山道六十九宿のタイルや中仙道
蕨宿のキャラクター「わらじろう」の
マンホールの蓋も設置されています。

中山道 豆知識

　本陣とは、参勤交代の大名や公家といった貴人
の休泊所のことです。当時、蕨宿にはこうした本
陣が２軒ありました｡そのうち加兵衛本陣には､老
中・水野忠邦や皇女和宮などが休泊し､ 明治元年
と同３年には、明治天皇も大宮氷川神社へのお出
かけの際に休憩されたという資料が残っています。

蕨本陣跡(蕨市指定文化財)➍

◀加兵衛本陣の敷地
の一部にモニュメン
トを建設し、現在は
蕨本陣跡として公開

開館＝午前９時～午後４時半　休館＝
月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日
も休館）､国民の祝日（４月29日､11月３
日を除く）､ 年末年始　入館料＝無料
詳細＝歴史民俗資料館（☎432・2477）

歴史民俗資料館➌

▲藤棚の下での野点や各種発表会
などを開催（藤まつり）▶中山道
が華やかに彩られる一日に（苗木
市）※写真はいずれも昨年の様子

　蕨の春を彩るお祭りが今年も盛大に開催されます。機まつ
り、宿場まつりと並ぶ三大祭りの一つ「苗木市・藤まつり」
にぜひ足をお運びください。

春の風物詩　今年も開催！
｢中仙道蕨宿苗木市･藤まつり｣

番外
編番外

編

　蕨の歴史や文化が分かる常設展示のほ
か、定期的に特別展も開催（５月１日ま
で ｢3Ｄ Picture Exhibition 2016｣ を開
催中。お知らせ版９㌻参照）しています。

とき＝４月29日（金・祝）●苗木市／午前10時～午後７時
中山道本町通り 苗木や植木の販売ほか ●藤まつり／午前
11時～午後４時 三学院 樹齢100年以上といわれる藤棚の
公開、発表会ほか 問い合わせ＝蕨市観光協会（☎434・5601）
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語 る 人

西
にし

川
かわ

甲
き

子
ね

子
こ

さん
南町２丁目・94歳

三
楽
会
の
人
間
び
な

　

昭
和
36
年
に
発
足
し
た
高

齢
者
ク
ラ
ブ
の
三さ

ん

楽ら
く

会か
い

は
、

南
公
民
館
を
会
場
に
、
季
節

の
催
し
や
お
誕
生
会
な
ど
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
恒
例
行
事
と
し
て
特
に

親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
、
例

年
３
月
に
行
わ
れ
る
ひ
な
祭

り
の
催
し
で
す
。

　

昔
の
写
真
は
、
昭
和
56
年

に
行
わ
れ
た
ひ
な
祭
り
の
様

子
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が

華
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
お
内
裏
様
や
三
人
官
女

な
ど
に
ふ
ん
し
た
人
間
び
な

と
な
っ
て
、
太
鼓
や
笛
な
ど

を
手
に
並
ん
で
い
ま
す
。
昭

和
40
年
頃
に
初
め
て
こ
の
催

し
が
開
か
れ
た
際
、
不
用
な

壁
紙
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
持

ち
寄
っ
て
、
自
分
た
ち
で
衣

装
や
小
道
具
を
作
っ
た
と
聞 － 327 －

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
今

月
16
日
に
西
公
民
館
と
東
公

民
館
、
17
日
に
南
公
民
館
、

23
日
に
北
町
公
民
館
と
中
央

公
民
館
の
計
５
回
、
市
内
の

各
地
区
で
実
施
し
ま
す
（
日

時
等
の
詳
細
は
左
下
囲
み
）。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
市
政
に
つ
い
て
の
関
心

や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ

う
と
、
は
じ
め
に
市
長
よ
り

「
平
成
28
年
度
の
施
策
・
予

算
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

蕨
市
の
取
り
組
み
を
説
明
し

ま
す
。
後
半
に
は
質
疑
応
答

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

例
年
、
市
の
財
政
や
税
金
に

関
す
る
質
問
か
ら
、
子
育
て

や
高
齢
者
福
祉
、道
路
、公
園

な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
率
直
な
ご

意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

リポート　そこが知りたい

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声

を
お
聴
き
し
、
そ
れ
を
市
政

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

最
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
長
が

直
接
各
地
域
に
伺
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
膝
を
交
え
な
が

ら
、
蕨
に
つ
い
て
語
り
合
う

「
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
平
成
20
年
か
ら
開
催

す
。
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
い
き
い

き
百
歳
体
操
の
集
い
が
継
続

的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
地

域
に
介
護
予
防
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す（
下
囲
み
参
照
）。

　

ま
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、道
路
な
ど
の
点
検
・

修
繕
、
公
共
施
設
の
備
品
や

設
備
の
購
入
・
更
新
な
ど
に

つ
い
て
も
、
数
多
く
の
ご
要

望
や
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て

「
蕨
」を
テ
ー
マ
に
語
り
合
う

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
ご
参
加
を

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
な

ど
が
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ

れ
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
で
す
。
介
護
予

防
に
つ
い
て
の
ご
提
案
や
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
市

で
は
昨
年
度
よ
り
、
こ
の
体

操
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
意
見
を
交
換
す
る
場
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
る「
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」。
今
年
は
４
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
、
市
内
各
地

区
で
計
５
回
実
施
し
ま
す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

昨年は合計483人が来場

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
優

先
順
位
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
対
応
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

声
が
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

生
の
声
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
交
わ
さ
れ
た
話
し
合

い
の
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
順
次
公
開
し
ま
す
。

市
内
各
地
区
で
全
５
回

｢

市
長
と
語
る
会｣

開
催

市
政
へ
の
理
解
を
深
め

直
接
意
見
伝
え
る
機
会

皆
さ
ん
の
貴
重
な
声
が

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画

室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

皆さんの声で誰もがより元気に暮らせるまちに
　高齢者支援や介護予防への
ご提案を、例年、数多くいただ
いています。昨年度、新たな特
別養護老人ホームや地域包括
支援センターを開設したほか、
市民主体で行う、いきいき百
歳体操の普及を進めています。

おもりを使って筋力やバランス
能力を高めるいきいき百歳体操

〈１１４〉

　市長が市民の皆さんといっしょに
蕨のまちについて語り合うタウンミ
ーティングを開催します。
　平成２8年度の蕨市の施策・予算を
テーマに、市政のホットなニュース
をお知らせします！
　蕨のまちづくりへあなたのご意見
をぜひお聞かせください。

開 催 日 時 ・ 場 所

託児・手話通訳あり（託児は政策企画室に要事前申し込み）

市長に直
接聞いて

みたい

話してみ
たい！

今年はどんな事業に取り組むの？

４月16日（土）

４月16日（土）

４月17日（日）

４月23日（土）

４月23日（土）

西 公 民 館　

東 公 民 館　

南 公 民 館　

北町公民館　

中央公民館　

午後２時～３時半

午後７時～８時半

午後２時～３時半

午前10時半～正午

午後２時～３時半
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３
月
19
日
と
20
日
の
２
日

間
、
南
公
民
館
で
「
桜
の
ま

ち
南
町
文
化
展
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
蕨
と
ゆ
か
り
の
深

い
芸
術
家
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
る
作
品
の
展
示
、
体
験

教
室
の
ほ
か
、
日
本
舞
踊
の

上
演
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
３
７
１

人
は
芸
術
・
文
化
へ
の
関
心

を
大
い
に
高
め
て
い
ま
し
た
。

春の訪れ感じる文化展

市民と市長の面会日／面会日は原則毎月第１木曜日です　今月は７日　ただし５月は12日　時間は午後１時から→

生涯学習の祭典が開催

まちに広める地域の宝

　

生
涯
学
習
に
励
む
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
す
る
「
生
涯
学

習
活
動
推
進
事
業
」が
、３
月

５
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
・
ガ

ン
ビ
ア
の
現
状
と
教
育
に
関

す
る
講
演
や
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ

ア
講
座
、
芸
能
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
１
４
４
８

人
に
と
っ
て
交
流
と
学
び
を

深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
を
広
め
よ
う
と
、

３
月
１
日
、西
公
民
館
で「
わ

ら
び
り
ん
ご
接
ぎ
木
講
習
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
普
及
活

動
を
行
う
わ
ら
び
り
ん
ご
の

会
の
指
導
の
下
、
参
加
者
17

人
は
台
木
へ
の
接
ぎ
木
に
挑

戦
。
１
時
間
か
け
て
約
40
本

が
完
成
し
、
各
自
た
い
せ
つ

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
実
を

付
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

中央公民館が優秀館に
　

文
部
科
学
省
が
住
民
の
学

習
活
動
に
貢
献
し
た
館
を
表

彰
す
る
優
良
公
民
館（
77
館
）

に
中
央
公
民
館
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
更
に
は
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
や
日
本

語
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
特
に
優
れ
た
活

動
を
行
っ
た
優
秀
館（
５
館
）

に
も
選
出
。
３
月
３
日
、
同

省
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
楽

し
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
。

　

今
の
写
真
は
、
先
月
12
日

に
開
催
さ
れ
た
ひ
な
祭
り
で

の
ひ
と
こ
ま
で
す
。
約
50
年

続
い
て
い
る
こ
の
お
祭
り
。

そ
の
歴
史
の
分
だ
け
、
衣
装

や
小
道
具
な
ど
は
傷
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
が
、
補
修
を
重

ね
な
が
ら
た
い
せ
つ
に
使
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
で

も
変
わ
ら
ず
に
会
場
に
は
笑

顔
や
拍
手
が
広
が
り
、
触
れ

合
い
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

いま むかし

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔見に来ませんか〕
▶新沢としひこ＆ケロポンズ「こころ
はればれコンサート」　24日　市民会館 
午後２時　チケットは同館で販売中︿ど
ろんこの王様・新妻・緯090・9230・8919﹀
〔仲間になりませんか〕
▶蕨塚越サッカースポーツ少年団　
土・日曜日・祝日　東小学校か塚越小
学校　月2,500円　小学生　体験入団
も大歓迎︿元山・緯090・8461・5315﹀
▶蕨北町サッカースポーツ少年団　
土・日曜日・祝日　北小学校　月1,500～
2,000円（未就学児は年間1,000円）　年
中～小学生︿小泉・緯090・4948・5936﹀
▶和楽備ラジオ体操絆の会　月・水・金
曜日　午前６時15分　城址公園　脳トレー
ニングあり︿平田・緯090・3131・9399﹀
▶エクセレントクラブ（パソコン）　月
３回火曜日　午後１時　中央公民館　
月2,000円︿岩崎・緯090・7233・3967﹀
▶北町アートアトリエ（造形）　幼児＝
月曜日　午前11時　市内　１回800円　小
学生＝金曜日　午後４時半　北町公民館 
月3,800円︿大矢・緯090・9952・7658﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半 
南公民館　無料︿山本・緯432・4543﹀
▶日本語ボランティアわらび中央　火
曜日＝午後１時半　水曜日＝午後２
時　中央公民館　月200円︿新保・緯
090・1811・1636﹀
▶ＡＢＣキッズ（幼児英会話）　月３回
水曜日　午前10時　中央公民館か旭町
公民館　月2,300円　未就園児︿野上・
緯090・4622・3864﹀
〔参加しませんか〕
▶伝統文化親子いけばな教室　５月21
日～11月　全7回　午前10時　くるる　親子

（3歳～中学生）　1,000円　15日から申込
受付︿古流理恩会・須賀・緯432・4166﹀
▶「日光例幣使街道・佐野」参加者説明
会　16日　時間等は電話確認︿日帰り
旅倶楽部・岩本・緯090・3431・4295﹀
▶ダンスパーティー　９日・14日・28
日　午後１時　くるる　499円︿犬塚・
緯441・7373﹀
▶セピア・火曜会ダンスパーティー　
16日・26日　午後１時15分　くるる　
600円︿貫井・緯080・5401・1753﹀

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

暮らしを見直す生活展
　

２
月
27
日
と
28
日
、
中
央

公
民
館
で
「
蕨
市
消
費
生
活

展
」が
開
か
れ
ま
し
た
。蕨
ひ

が
し
生
活
学
校
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
高
齢
者
介
護
と
フ
ー

ド
ロ
ス
に
関
す
る
学
習
成
果

の
展
示
発
表
の
ほ
か
、
消
費

生
活
講
座
や
講
演
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
５
６
４
人

は
暮
ら
し
の
問
題
を
見
つ
め

る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。



広報WARABI　14→３月31日　勤務＝週５日（平日の午前９時15分～午後２時15分）　賃金＝日給4,700円　詳細＝同学園（緯421・9747）

お
母
さ
ん　

東
日
本
大
震
災

か
ら
先
月
で
５
年
ね
。
い
ざ

と
い
う
と
き
へ
の
備
え
、
我

が
家
は
で
き
て
い
る
か
し
ら
。

お
父
さ
ん　

食
料
や
生
活
用

品
の
備
蓄
は
し
て
い
る
け
ど
、

家
具
の
転
倒
防
止
は
済
ん
で

い
な
か
っ
た
な
～
。

ワ
ラ
ビ　

倒
れ
た
ら
怖
い
よ
。

お
母
さ
ん　

た
し
か
、
市
に

は
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
器
具

の
購
入
や
設
置
に
対
す
る
補

助
制
度
が
あ
っ
た
わ
。
こ
の

機
会
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。

お
母
さ
ん　

家
具
の
固
定
化

を
し
た
い
の
で
す
が
、
今
年

度
も
補
助
は
あ
り
ま
す
か
？

職
員　

は
い
。
昨
年
度
は
一

部
の
世
帯
に
対
象
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
各
家
庭
の

家
具
固
定
化
で
地
震
発
生
時
の
被
害
軽
減
を

購
入
・
設
置
前
の
申
請
で
上
限
１
万
円
補
助

自
助
の
取
り
組
み
を
後
押
し

し
よ
う
と
、
今
年
度
は
全
世

帯
に
対
象
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
～
。

職
員　

家
具
の
転
倒
は
、
直

接
当
た
っ
て
け
が
を
す
る
だ

け
で
な
く
、つ
ま
ず
く
、避
難

経
路
を
塞
ぐ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
危
険
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

今
後
30
年
以
内

に
70
％
の
確
率
で
首
都
直
下

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
し
、
対
策
は
重
要
ね
。

職
員　

被
害
イ
メ
ー
ジ
に
近

い
と
さ
れ
る
阪は

ん

神し
ん

・
淡あ

わ

路じ

大

震
災
で
は
、
死
者
数
の
約
１

割
、負
傷
者
の
半
数
近
く
が
、

家
具
の
転
倒
が
原
因
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

え
…
、
家
具
が
凶

器
に
変
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
補
助
が
受
け
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

職
員　

家
具
転
倒
防
止
器
具

の
購
入
費
・
市
内
登
録
事
業

者
に
支
払
う
設
置
費
に
つ
い

て
１
世
帯
当
た
り
上
限
１
万

円
を
補
助
し
ま
す（
下
囲
み
）。

お
母
さ
ん　

そ
れ
な
ら
、
お

年
寄
り
や
障
害
者
な
ど
、
自

分
で
設
置
が
難
し
い
人
も
安

心
し
て
利
用
で
き
る
わ
ね
。

職
員　

そ
う
で
す
ね
。
ご
利

用
の
際
に
は
、
直
接
、
登
録

事
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

ち
な
み
に
家
具
な

親と子の
ニュースの
小窓

家具固定化の補助制度
今年度に限り

全世帯に対象を拡大
　地震発生時、家具類の転倒による
圧死や負傷などの被害を減らそうと、
昨年度創設した家具転倒防止器具設
置等補助制度。高齢者や障害者など
一部世帯に限られていた対象を今年
度は全世帯に拡大します。万一に備
える事前対策にぜひご活用ください。

家
具
を
固
定
し
て
た
い
せ
つ
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

ら
な
ん
で
も
い
い
の
か
な
～
。

職
員　

対
象
は
タ
ン
ス
や
食

器
棚
、
冷
蔵
庫
な
ど
床
置
き

型
の
家
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

設
置
に
関
し
て

ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

職
員　

寝
室
や
居
間
な
ど
家

族
が
長
時
間
過
ご
す
場
所
や

避
難
経
路
な
ど
に
あ
る
家
具

の
固
定
化
が
た
い
せ
つ
で
す
。

住
宅
の
構
造
や
家
具
の
配
置

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
適

切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

最
後
に
申
請
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

職
員　

は
い
。
必
ず
器
具
の

購
入
や
事
業
者
に
よ
る
設
置

の
前
に
申
請
書
と
必
要
書
類

（
商
品
や
金
額
が
分
か
る
物
、

見
積
書
等
）
を
安
全
安
心
推

進
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

は
～
い
。
帰
っ
た

ら
お
父
さ
ん
に
教
え
な
き
ゃ
。

職
員　

家
具
の
固
定
化
は
簡

単
に
で
き
ま
す
。
身
近
な
対

策
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

家具転倒防止器具設置等補助制度
【対象世帯】
市内の全世帯（これまでに補助を受けた世帯は対象外）
【補助金額】
器具購入費、市内の登録事業者に支払う設置費で上限１万円
【申請・詳細】　※受け付けは予算がなくなりしだい終了　
必ず器具の購入・事業者による設置前に、申請書に必要書類を添えて
安全安心推進課（緯433・7755）　※申請書は同課または市ホームページで入手可

【主な対象器具とその効果】 【登録事業者】
　ご自身で設置が困
難な場合などは、市
が指定する市内登録
事業者（３月１日現
在20事業所が登録）
をご利用ください。

詳細はＱ
Ｒコード
で御覧に
なれます

※ ポール式はストッパー式やマット式と組み合わせることに
よって、より効果が高まります

ストッパー式

マット式

ポール式 Ｌ型金具
（スライド式）

ベルト式

チェーン式

Ｌ型金具
（上向き取付）

プレート式

Ｌ型金具
（下向き取付）

小　　　　　  器具の効果  　　　　　大
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恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　
　　南町３丁目

心
ここ

渚
な

ちゃん
（１歳７か月）

鶴
つる

巻
まき

　洸
こう

さん　
恵
めぐみ

さんの
長女　　　　

　　北町５丁目

あすなろ学園非常勤職員募集／１人　保育士・児童指導員・教諭のいずれかの有資格者　任用＝６月１日～来年→

　
「
動
物
や
お
魚
が
大
好
き

な
心
渚
。
お
気
に
入
り
の
児

童
セ
ン
タ
ー
で
は
水
槽
の
金

魚
に
目
を
輝
か
せ
ま
す
。
最

近
は『
お
さ
』ま
で
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、『
か
な
』

と
つ
な
が
る
日
が
楽
し
み
な

ん
で
す
。ま
た
、覚
え
た
て
の

『
ど
う
ぞ
』と
い
う
言
葉
と
と

も
に
、
友
達
に
お
も
ち
ゃ
を

貸
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
優
し
さ
や
成
長
ぶ
り
に

頰
が
緩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
心
渚
に
は
、
名
前
の

と
お
り
、
穏
や
か
な
波
の
よ

う
に
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
ら

れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、父
親
の
洸
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－528－

地震ハザードマップをご活用ください
　
「
蕨
市
地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
が
３
月
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
マ
ッ
プ
で
は
、
東
京

湾
北
部
地
震
を
想
定
し

た
市
内
各
地
の
危
険
度

を
被
害
の
種
類
ご
と
に

地
図
上
に
表
示
し
、
こ
れ
ま

で
の「
地
域
の
危
険
度
」、「
揺

れ
や
す
さ
」、「
液
状
化
」
に

加
え
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
の
延
焼
の
し
や
す
さ
を
示

し
た
「
火
災
危
険
度
」
の
４

種
類
の
地
図
で
構
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
避
難
施
設
や
備

蓄
品
の
確
認
な
ど
、
各
家
庭

で
で
き
る
地
震
へ
の
備
え
に

つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
、

今
月
号
の『
広
報
蕨
』に
折
り

込
ん
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。ご
活
用
く
だ
さ
い
。

改定

200万人目となった

　

月
１
回
、
南
公
民
館
で
開
か
れ
て
い

る
「
小
学
生
～
高
校
生
の
点
字
入
門
教

室
」。10
年
近
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師

を
務
め
る
宮み

や

田た

ゆ
み
さ
ん
と
佐さ

藤と
う

栄え
い

子こ

さ
ん
の
指
導
の
下
、
子
ど
も
た
ち
は
絵

本
や
児
童
書
を
持
ち
寄
り
、
点
字
器
や

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
点
訳

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
点
字
は
全
て

か
な
表
記
。ま
た
、文
節
ご
と
に
ま
す
を

空
け
る
な
ど
、
１
冊
完
成
す
る
ま
で
に

１
年
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
役

に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」と
、に
っ

こ
り
。
な
か
に
は
全
盲
の
か
た
に
寄
贈

を
す
る
子
も
―
。
思
い
は
き
っ
と
指
先

か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子どもクラブ指先から伝わる思いやり
小学生～高校生の

点字入門教室

　

ア
メ
リ
カ
・
エ
ル
ド
ラ
ド

郡
で
開
催
さ
れ
る
国
際
青
少

年
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
対
象
＝
お
お
む

ね
14
～
17
歳
の
市
内
在
住
者

で
、
事
前
研
修
（
４
回
程
度
）

や
報
告
会
、
市
の
国
際
交
流

事
業
に
参
加
・
協
力
で
き
る

人　

※
こ
れ
ま
で
に
市
主
催

の
同
キ
ャ
ン
プ（
海
外
派
遣
）

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
申
込
不
可
。
費
用
＝
10
万

円　
選
考
＝
書
類
・
面
接　
申

し
込
み
＝
20
日
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
を
秘
書
広
報
課
へ

持
参
（
申
込
時
に
面
接
日
を

決
定
）　

※
申
込
書
は
学
校
、

各
公
民
館
、
同
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

　

●
国
際
交
流
事
業
実
行
委

員
会
委
員
の
募
集
／
市
の
国

際
交
流
事
業
に
興
味
の
あ
る

か
た
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。
詳
細
＝
秘
書
広

報
課
（
緯
433
・
７
７
０
２
）

エルドラドってどんなまち？
　エルドラド郡は、アメリカ・カリ
フォルニア州の中央部、シエラネバ
ダ山脈の麓にあり、森と湖に囲まれ
た美しいまちです。郡都は金鉱で名
をはせたプラサビル市です。蕨市と
は昭和50年に姉妹都市を締結し、以
来、市民交流が続いています。昨年
10月には姉妹都市締結40周年を記念
して訪問団の皆さんが来蕨しました。

サンフランシスコ

サクラ
メント

ヨセミテ公園

カリフォルニア州

タホ湖

ブラサビル

タホ湖

プラサビル エルドラド郡
面積は蕨市のお
よそ900倍。人口
は約18万人です

派遣期間＝７月22日～８月２日

iｎ エルドラド 参加者募集

国 青 年 ャ プ際 少 キ ン

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心

推
進
課（
緯
433・７
７
５
５
）
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語
で
意
見
を
交
わ
し
、
そ

の
論
理
性
な
ど
を
競
い
合

う
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
。
言
葉
の
格

闘
技
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
競
技
に

情
熱
を
傾
け
て
い
る
の
が
、
さ
い

た
ま
市
立
浦
和
高
等
学
校
３
年
の

長
江
佳
乃
さ
ん（
17
歳
・
塚
越
４
丁

目
）で
す
。
昨
年
12
月
、
６
人
１
チ

ー
ム
で
行
う
「
全
国
高
校
生
英
語

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」
で
同
校
の
優

勝
に
貢
献
し
、
７
月
に
タ
イ
で
開

催
さ
れ
る
世
界
大
会
に
挑
み
ま
す
。

　

中
学
時
代
は
吹
奏
楽
部
に
所
属

し
、
サ
ッ
ク
ス
に
夢
中
だ
っ
た
長

江
さ
ん
。
高
校
入
学
後
、
興
味
を

抱
い
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
て
国
際
理
解
な
ど
を
深
め
る
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
活
動
で
す
。

同
部
で
は
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
力

を
入
れ
て
い
て
、「
英
語
が
得
意

●広報蕨　№780　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係
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発
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印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
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に
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っ
て
い
る
写
真
を
希
望
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長
なが

江
え

 佳
よし

乃
の

 さん

英

磨いた英語力で世界に挑む

で
は
な
か
っ
た
分
、
こ
れ
を
機
に

強
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
、入
部
当
初
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

週
６
日
の
部
活
動
を
は
じ
め
、

授
業
か
ら
日
常
生
活
ま
で
、「
英
語

力
を
鍛
え
る
に
は
」と
、常
に
語
彙

や
文
法
の
勉
強
を
重
ね
た
長
江
さ

ん
。
同
時
に
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
テ

ー
マ
と
な
る
よ
う
な
時
事
問
題
な

ど
の
情
報
収
集
も
欠
か
さ
ず
、
こ

れ
ま
で
ま
と
め
た
資
料
は
数
百
点

に
上
り
ま
す
。
こ
う
し
た
努
力
が

実
り
、
１
年
生
の
冬
頃
か
ら
大
会

へ
出
場
し
経
験
を
積
む
と
、
分
析

力
や
主
張
の
構
成
力
が
し
だ
い
に

養
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て

県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
の
舞

台
で
も
66
校
の
頂
点
に
立
っ
た
の

で
す
。
相
手
の
意
見
に
反
論
す
る

重
要
な
役
割
を
務
め
、「
日
頃
の
練

習
や
準
備
が
生
き
ま
し
た
。
み
ん

な
で
つ
か
ん
だ
優
勝
で
す
」と
、に

っ
こ
り
。
そ
の
姿
に
、「
物
事
に
動

じ
ず
、負
け
ず
嫌
い
。し
っ
か
り
と

意
見
を
伝
え
ら
れ
る
」と
、顧
問
の

濱は
ま
野の

先
生
も
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　

英
語
圏
の
生
徒
が
集
う
世
界
大

会
で
は
、
厳
し
い
戦
い
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、「
ベ
ス
ト
８
を
目
指
し
、

ま
ず
は
１
勝
し
た
い
で
す
」と
、力

強
く
語
る
長
江
さ
ん
。
大
舞
台
で

も
冷
静
沈
着
、
か
つ
果
敢
に
攻
め

込
む
主
張
で
、
光
り
輝
く
存
在
感

を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

輝

いて
ます

　

皆
さ
ん
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

を
ご
存
じ
で
す
か
。
19
世
紀
に
生
ま

れ
た
ダ
ン
ス
で
、
男
性
の
リ
ー
ド
の

下
、
男
女
ペ
ア
で
踊
り
ま
す
。
決
ま

っ
た
振
り
付
け
は
な
く
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
即
興
で
自
由
に
踊
る
た
め
、

奥
が
深
く
、
他
の
ダ
ン
ス
で
は
味
わ

え
な
い
魅
力
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

そ
ん
な
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
を

地
域
に
広
め
よ
う
と
、
私
た
ち
「
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
蕨
」
は
、
１
月

に
結
成
し
、
現
在
、
５
人
の
会
員
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
先
月
19
日
と
26

日
に
は
、
旭
町
公
民
館
で
体
験
講
座

を
開
き
ま
し
た
。
各
種
体
験
を
は
じ

め
、
そ
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
皆
さ

ん
に
も
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
な
お
、
今
月
16
日
（
午
前
10
時

同
館
）
と
来
月
３
日
（
午
後
２
時　

同
館
）
に
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
講
師

の
下
、月
１
回
か
２
回（
土
曜
日　

午

後
２
時
）、同
館
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、市
内
の
催
し
な
ど
を
通
じ
て
、

成
果
発
表
も
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ダ
ン
ス
未
経
験
の
か
た
、
い
っ
し

ょ
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の

あ
る
人
は
鎌
方（
☎
070
・
５
５
４
１
・

６
３
３
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鎌
かま

方
がた

 桃
もも

代
よ

 代表

体験講座でのひとこま（３月19日）

～アルゼンチンタンゴ蕨～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

伝
統
あ
る
タ
ン
ゴ
を
通
じ

広
が
る
情
熱
と
交
流
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ

ほころぶ笑顔

モットーは｢簡潔な言葉で伝えること｣と、長江さん


